





























全体像においては、 ・ ・ ・ ・ 行と配列される連の構成にまず相称
（ ）がある。それに、奇数連における ・ ・ 字という行構成、空
きマスも 字と数えるとして、偶数連の第 連における ・ ・ ・ ・




けられているからだ。すなわち、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

































































































































































形象における均整美はこの詩篇にも認められる。 ・ ・ 行という連構成
に相称がある。括弧のつけ方にもまた、相称が認められる。 （ ） にあっ
ては左右に 個のアルファベットを置き、（ ） にあっては左右に 個のア
ルファベットを置き、 （ ） にあっては左右に 個のアルファベットを
置いている。すなわち、括弧で区切ると、 ・ ・ 字、 ・ ・ 字、 ・
・ 字という相称が見て取れる。また、 ） （ にあっては括弧の外側に



















・ ・ 行という連構成に相称がある。 と 、 と に
























さまを表した詩篇 （ ）のように（ ）、句読点による躍動的なダ
ンスがここに見られる。句読点は形象を表すマークでもあったのだ。また、括
弧外のフレーズは句読点によって ・ ・ ・ 語と分断されており、括弧内














（雪）は （今）を内包していることが第 連第 行に明示されてい




















から ， 、そして ？ へと。
地の語句と括弧内の語句を分けると、伝達される語義が次のように浮かび上
がってくる。
（ ）（ ）（ ）（ ）
！
ま あ る
い 月 ど う
し て （ ま る
く ） 浮 か ん で
い る （ ま る よ り
ま る く ） す っ か
り （ ま ん ま る
よ り ） 黄 金









へ、そしてまた ？ から ！ へと。
丸いという形象が神秘であるならば、浮かんでいることもまた神秘であり、
月があるということ自体が神秘である。神秘への驚嘆と問いは、 ！ と ？
によって示される。感嘆文としてはこれ以上簡潔にはなりえず、疑問文として
はこれ以上簡潔にはなりえないスタイルで示され、一連として独立している
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